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“トラックめいめい”の飲酒の問題点とドラマ化における注意点についての緊急要望書 

 

 

5 月 30 日の報道で、フジテレビが運営する動画配信サービス FOD で、オリジナル新ドラマ

『トラックガール』として、SNSアカウント“トラックめいめい”をドラマ化することを知り

ました。 

若い女性がトラックドライバーの仕事をすることをテーマにするのは、まったく問題ありませ

ん。問題なのは、飲酒です。 

SNSアカウント“トラックめいめい”は、トラック運転手である若い女性が日々、豪快に飲酒

するのを最大の売りにしているためです。 

 

トラックによる悲惨な飲酒運転事故は今も起きています。 

2021年 6月には、千葉県八街市で大型トラックが小学生の列に飛び込み、5児が死傷する事故

が起きました。 

 

“トラックめいめい”における飲酒の問題点がドラマに持ち込まれ、トラックドライバーや若

い女性の危険な飲酒の助長が行なわれないようご注意いただきたく、以下を緊急に要望します。 

 

 

１．飲酒運転について 

“トラックめいめい”の Twitterや Instagramでは、平日朝はトラック、夜は豪快な飲酒シー

ンが交互にUPされます。 

翌日に残りそうな量のお酒が写っている場面も多くあります。 

実際には、多量に飲んでいるように写真で見せているだけかもしれませんが、プロドライバー

として、乗務前夜の多量飲酒をアピールすること自体が問題です。 

【要望】 

運輸業界では、乗務前後のアルコールチェックを行なって、飲酒運転の防止に努めています。

アルコールが翌朝に残ることを防ぐため、乗務前夜は飲酒量や飲酒時間への配慮が必須です。

ちなみに、ビール 500mlの分解に 4～5時間かかります。女性は男性より分解に時間がかかり

ます。 

ドラマでは乗務前夜の飲酒をアピールしないようご注意ください。 

むしろ現実に即して、プロとして飲酒量に気をつけているようすや、職場での乗務前のアルコ

ールチェックの場面を描いてください。 

 

 



 

２．イッキ飲みについて 

“トラックめいめい”では、大ジョッキをイッキ飲みする場面が頻繁に登場します。動画では、

ゴクゴク喉を鳴らして飲む映像が流れます。 

短時間に多量のアルコールを摂取するのは、危険な飲酒パターンで、“トラックめいめい”はそ

れを売りにしています。 

【要望】 

現在、酒類業界の取り決めで、アルコールのテレビCMでは喉元のアップやゴクゴクの音響な

どは自粛されています。 

ドラマでもこのような飲み方を助長しないようご注意ください。 

 

３．若い女性の多量飲酒について 

“トラックめいめい”では、夜はがぶ飲み、休日は朝や昼間から飲む場面が連続しています。

これは、アルコール依存症など健康障害につながる危険な飲酒です。 

【要望】 

女性はとくにアルコールの害を受けやすく、アルコール依存症や肝硬変の発症のピークは 30

代です。そして、現在、女性のアルコール依存症は増加しています。 

ドラマでは、若い女性の多量飲酒や毎日飲酒を助長しないようご注意ください。 
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